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評価日 平成26年10月20日 評価日 平成26年10月23日

評価者・組織 学校評価委員会 評価者（いずれかに○）
学校運営協議会

学校評議員

分野 評価項目 自校の取組
アンケート項目・

各種指標
アンケート結果・
各種指標結果

分析
（成果と課題）

自己評価に
対する改善策

学校関係者評価に
よる意見

学校運営協議会・学
校評議員による改
善に向けた支援策

わかる授業の創
造・言語活動の
充実

・教科会の充実
・研究授業の実施

各種学力調査結果、生
徒学習アンケート

全体的には１，２年は平
均値を少し上回るが、３
年はほぼ平均値。

表現力の育成 ・研究授業の実施 研究授業、教職員・生
徒アンケート調査

指導した範囲ではそれ
なりに話すが、まだまだ
応用は利かない ⇒ ⇒

家庭学習の習慣
化

・学校だよりによる啓発活動
・定期的な課題の作成

教職員・保護者・生徒
アンケート、提出物

家庭学習の習慣化に向け
て、課題を設定するも特定
の生徒の提出率が低い

豊かな体験活動
の実践

・職場体験
・ファイナンスパーク学習 生徒アンケートによる

意識調査

体験を通して「満足感」
「充実感」を感じている
生徒の割合は高かった

豊かな心の育成 道徳の時間を中心に話
し合い等の場を設ける

道徳教育全体計画の
実施状況、ひよこｱﾝｹｰ
ﾄ

５月に「自己有用感」が低
いという結果。計画的な取
組の結果、やや改善の方
向。

⇒ ⇒
望ましい言葉づ
かいの徹底

生徒会活動や授業を中
心とした取り組み(呼びか
け)

教職員・保護者・生徒
アンケート

おおむねできていると
いう結果がでたが、定
着できていない。

基本的生活習慣
の確立

早寝・早起き・朝食の呼
びかけ 早寝・早起き・朝食摂取

の状況調査

おおむね早寝･早起き・朝
食の摂取はできている
が、学年が上がるにつれ
できなくなっている

安全教育の充実 避難訓練・防災活動・
安全学活の実施

安全計画の実施及びそ
の状況

安全に対する意識は高くなっ
てきている。避難訓練の避難
に要する時間は昨年度よりも
早くなる。

⇒ ⇒
小中一貫教育の
推進

・小中の合同研修会の実施
・オープンキャンパスの実施 小中合同研修会の実

施

校区3小学校と共通のﾃｰﾏとして道
徳教育推進の取組を進めている。
夏には「道徳・生徒指導・総合育成
支援」をﾃｰﾏに研修を実施。

情報発信の充
実

学級・学年･進路だよりの
発行やホームページの
更新

学級・学年だより
の発行・HP更新状
況

学年だより等は定期的
に発行。ＨＰの更新は
順調に行えている。 ⇒ ⇒

保護者・地域との
連携

学校運営協議会を中心
に防災教育に取り組む 開かれた学校づくりの

状況

防災学習の取組を準備
中

平成２６年度　学校評価実施報告書
学校名(　京都市立  七条　中学校　)

　平成２６年度　　重点評価項目

・「基礎的な学力」と「探究的(活用型)な学力」のﾊﾞﾗﾝｽのとれた学力の向上　　・「規範意識の高まり」「自立・自律の心｣「自己有用感」を育む道徳教育
・小中連携

　１回目評価

　・重点評価項目について評価・改善していくための個別評価項目の設
定
　・各項目にねらいを定めた取組の計画・実施
　・取組結果を検証するためのアンケート項目や各種指標の設定

・アンケート実施結
果，その他指標の結
果について整理

自己評価 学校関係者評価

1

確
か
な
学
力

学習規律はほぼ浸透してき
た。教科会等をもち、授業改
善を試みているが、なかなか
話し合い活動の場が設定でき
ていないなど不十分な部分も
ある。これらのことが、各種ﾃｽ
ﾄの伸び悩んでいることにつな
がっていると考えられる。基礎
学力が定着できていない生徒
の対応に努めるが、なかなか
改善されない。

「考えさせる」授業展開を取り
入れることで、「わかる」「言語
活動が充実する」につながる
と考えるので、引き続き教科
会や校内研修を中心に授業
の改善に取り組んでいく。基
礎学力が定着していない生徒
の家庭学習の習慣化につい
ては、ノート指導をするなどの
対応や家庭連絡等を考えてい
く。

校外(地域の施設)で学
習について話題にしてい
る話を耳にすることがあ
る。学習に関しては意識
をしているようである。教
室以外での学習ができ
るスペースの確保を考え
てみればどうか。これか
らも学習に関して積極的
に取り組んでほしい。

校外の施設で学習をして
いることがあるが、その
場においてもけじめをつ
けさせ見守っていく。家
庭学習の習慣化に向け
て家庭の協力が必要で
ある。我々も色々な場面
で保護者への啓発に協
力したい。

2

豊
か
な
心

体験活動を通じて、「満足感」
「充実感」を感じている生徒は
多く、取組の成果が見られる。
道徳教育において計画的に
進めるも「自己有用感」を高め
るための取組が必要となる。
言葉づかい、あいさつ、約束
を守るなどの意識して行動し
ているが、これからも取り組ん
でいくことが不可欠である。

これからも体験活動を精選
し、適切な時期に取り組むよう
計画をする。道徳教育におい
て自己有用感を高めるために
取り組んでいく。そのためにね
らいに沿った場を意識して設
定していきたい。また、生徒会
役員を中心とした生徒集団の
組織化と統一性を持った生徒
指導にあたる。

校外で出会っても丁寧に話
ができるようになってきてい
るが、ある場面ではきちんと
話ができていない場面も見
かける。言葉づかいも含め
規範意識の向上に努めて
ほしい。子ども達が真剣に
将来の話をするのも見かけ
た。これからも様々な活動
の場を設定してほしい。

規範意識の向上におい
ては家庭の協力が必要
である。気になる場面に
出くわせば注意をしてい
くし、積極的に啓発に協
力したい。

3

健
や
か
な
体

「あいさつ」「ベル着」「早寝・早起
き・朝ご飯」等の基本的生活習慣
の確立に向けて取組み、成果が
出てきているものもあれば、「早
寝・朝ご飯」は学年が上がるごとに
できていないと課題が残る。夜遅く
までの塾なども影響するのかもし
れない。安全に対しての意識も今
後高めていきたい

今後も生徒会活動とともに、
基本的な生活習慣が確立でき
るように取り組むとともに家庭
への発信をしっかりとしていき
たい。また、自転車の乗り方
なども含めて安全に対する意
識を高めていきたい。

例えば、スマホ等の危険性
に気づかずに使用している
子どもが増えていると講演
で聞いた。生活に潜む危険
なことに対して、子ども達の
安全意識を高めるために話
し合いの場を持たせてはど
うか。

まずは生徒会の子ども
達を中心に話し合う機会
をつくり考えさせてみて
はどうか。我々も地域の
安全な環境をつくるよう
に協力していく。

校区３小学校と共通テーマと
して道徳教育の取組を進めて
いる。「学習指導・生徒指導・
総合育成支援教育」において
も連携を図っている。学校運
営協議会を中心として地域教
材の発掘、防災教育の取組
の準備中である。吹奏楽部を
中心に地域の施設へ出かけ
ての交流も行っている。ＨＰに
ついて、昨年度より更新でき
ている。

小中主任会(教務･学習指
導・生徒指導・道徳推進・
総合育成支援教育）を定
例化して開催しているが、
今後も明確なねらいを持っ
て連携を深めていく。学校
運営協議会では「地域」を
テーマとした防災教育を行
う。また、学校からの情報
発信も充実するように努め
ていく。

今回の防災学習は新た
な取組なのでどのような
反応が返ってくるか楽し
みである。

今後も児童・生徒の健全
な育成に向けて、中学校
区全体で小中が連携し
た取組や今回の防災学
習のように学校と地域を
つなぐ取組にこれからも
協力していく。

4

独
自
の
取
組


